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研究成果の概要 

本研究では、有機材料と無機材料の接合において、破壊の起点になりやすい接着剤と基材の

界面構造を制御することで、異種部材接合の高強度化を進める。特に、常温付近で硬化する塗布

型の無機材料および有機材料をハイブリッドした接着層を用いて、２種類の部材が互いにすり抜け

できない共連結ネットワーク構造を構築し、多軸の変形に対する耐久性を向上させることを提案し

ている。また、素材の違いを活かし、適切な外部刺激を与えたときに、配列の違いをもとに基材から

剥離する方法を検討している。 

本年度は、多岐にわたる高分子材料と、金属ナノ粒子、シリカなど、幅広い素材を対象にネット

ワーク型の相分離制御に取り組んだ。実際にいくつかの素材では相分離構造を制御し、多孔性薄

膜を得ることに成功した。こうした素材の接着強度を調べるために力学試験装置も導入し、年度末

から測定を開始した。実際にせん断試験においていくつかの素材では数MPa（メガパスカル）レベ

ルの破壊強度を得た。分離技術については、剥離が容易だと想定されるラメラ状の分子層を作製

し、検討を開始した。特に、有機材料と無機材料の液体へのぬれ性の違いを利用することで無機

基材から分子層を容易に剥離できることを明らかにした。これをもとにスピンオフとして、分子膜の

剥離・転写を行い、良好な特性を示す塗布型トランジスタに応用できることも明らかにした。この結

果の一部は国内・国際会議で招待講演として紹介し、国際会議プロシーディングスとして誌上発表

した 1)。 

今後は、無機・有機複合接着層の構造制御を高度化し、接着層の高耐久化に取り組む。また、

基材に挟まれた接着層の硬化する様子を調べるための光学系を構築する。 
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